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【審査論文】
品質費用と価格による利潤の最大化
山下景秋
Profit Maxmization Decided by Quality Cost and Price
Kageaki  YAMASHITA
要旨
　本稿は、品質を考慮に入れたとき、企業が利潤を最大化するには、品質向上にどれだけ費用を投じ、価
格をどのように設定すればよいかを考察したものである。まず、品質に関係する費用(品質費用)に注目し、
品質水準は品質費用と販売数の関数であると考えた。そして、価格一定下での販売数の違いを品質による
ものと考えることによって、品質を考慮に入れた需要曲線を特定化し、これに基づいて利潤を求める式が
価格と品質費用の関数であることを示した。こうして、利潤が最大になる価格と品質費用を求める方法を
明らかにした。
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１．はじめに
不完全競争市場における価格決定論と同様に、本稿は、多くの生産物では程度の差はあれ差別化が進ん
でいると想定することを前提にして価格の調整が可能であると考える。実際に、現実の企業(以下、商店
を含む)は、商品・製品に対する需要や投下した費用、他企業の類似した商品・製品の価格などを勘案し
つつ、価格をある程度自由に決めている。また、商品・製品の品質・性能・機能そのものが需要を決める
大きな要素であるので、企業の販売戦略にとって品質の側面を無視することはできない。そのために、ま
ず品質とは何かを明らかにしたい。そして、品質を考慮に入れた需要曲線を明らかにすることによって、
品質を考慮に入れたときの、価格や品質費用（品質に関わる費用）の調整による利潤の最大化について考
察したい。
２．品質に関する既往研究
品質を扱う従来の研究は、品質そのものの明確な定義をしていないものが少なくない。たとえば、
PAUL CHAMPSAUR AND JEAN-CHARLES ROCHET[1989]は、品質からの効用関数u(θ，q)（θは消費
者の好み、qは品質をあらわす）を前提にして議論を展開しているが、品質 qそのものの定義はない。
Charles E. Hegji[1995]は、需要Xが、Px（X1単位当たり価格）、Pq（品質1単位の価格）、q（X1単位
当たりの品質）の関数であることを前提に利潤最大化のための条件式を算出しているが、品質そのもの
の定義が与えられておらず、あたかも品質の数値が測定できるかのような前提には疑問がある。また、
STEVEN BERRY, JOEL WALDFOGEL[2010]は、生産物 j に対する消費者 i の効用 uij＝θiδj－mc(δj)(θi
和洋女子大学　人間・社会学系社会科学研究室
和洋女子大学紀要　第52集96
は消費者 i の支払い意思額、δj は生産物 j の品質をあらわす。また価格 pi＝限界費用mc(δj) を仮定)とし
て、品質からの消費者の効用を最大にする条件を求めているが、品質δj そのものの定義はない。
一方、品質を明示する研究には、価格だけで品質を測る考え方がある。たとえばSteven M．Shugan〔1984〕
は、価格は品質の関数であると考え、p＝a ／ 2b＋3Q2 ／ 2（pは企業が設定する生産物価格、Qは生産物
の品質水準）と定式化している。ヘドニック法も、価格（の一部）が品質をあらわすと考える方法である。
ヘドニック法は、商品の諸特性の変化から ｢品質変化に見合う価格変動｣ 部分を回帰方程式により定量的
に推定し、残り部分を「純粋な価格変動」として処理する方法である（注１）。
価格だけで品質を測る方法では、ライバル企業の製品同士がたとえ同一価格でも少しでも品質を良く
するという戦略や、品質を上げながら価格を引き下げる戦略を考察の対象とすることはできない。また、
マーケティングの分野では、消費者が価格を手掛かりに製品の品質を判断するかどうか議論されてきたが、
Zeithaml[1988]などはその関係を否定している（同p11）。
3．品質水準を品質費用と販売数であらわす考え方
　前述のように価格で品質をあらわすのには問題があるが、価格以外に品質を費用や販売数であらわす考
え方がありうるので、次にこれらの考え方を検討してみよう。
(1)　費用だけで品質をあらわす考え方
　費用だけで品質をあらわすという考え方は、品質を向上させるとその分費用が増えるので、品質向上に
よる費用の増加を測ることにより品質水準を測るという考え方である（注2）。
しかし、費用だけで品質水準を考える考え方には、以下のような問題点がある。
費用だけで考える考え方では、品質の向上とは無関係な、生産を増やすための費用や間接的な費用など
が含まれてしまう。費用増といっても、その中に販売数増につながる品質向上に関する部分と、販売増に
つながらない費用増の部分に分かれる。販売数を増やし利潤を増加させる前者の費用は積極的に増やすこ
とを検討すべきだが、後者の費用の中には無駄な経費のように削減すべき費用も含まれている。
また、いくら企業が品質を上げるつもりで費用をかけ、技術的にある水準の品質が実現したとしても、
消費者がその品質を評価しなければ、すなわち売れなければ、経営的・経済的な観点からは意味のある品
質とはいえない。経営的・経済的に意味がある品質というのは、企業ではなく消費者が評価し判断するも
のである。販売数が多ければ消費者はその品質の水準を高く評価していることになるし、販売数が少なけ
れば低く評価していることになるというように、消費者による品質水準の評価は（価格一定のもとで）販
売数の大きさに対応している。したがって、品質に関する費用だけで品質水準を測るのではなく、販売数
も考慮する必要があると考えられる。
(2)　販売数だけで品質をあらわす考え方
　一方、販売数だけで商品の品質水準を考える考え方がありうる。たとえば、X1個売れる帽子よりもX2
個（X1＜X2）売れる帽子の方が品質水準が高いというのである。ところがもちろん、後者の帽子の方が
前者の帽子よりも多く売れる理由として価格がより安いという可能性があるので、販売数だけでは品質水
準をあらわすことはできない。したがって、販売数で品質水準をあらわす場合は少なくとも価格水準を指
定しなくてはならない。だがさらにいえば、特定の価格水準のもとでの販売数だけで品質水準を測るのは
適切ではない。販売数がより多い場合には、その原因として、価格要因でも品質要因でもない、所得水準
がより高いなどの要因がありうるからである。したがって、販売数がより多い原因として、（特定の価格
水準[やより正確には特定の所得水準など]に加えて）品質に関する費用がより多いこともあわせて示さな
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くてはならない。
(3)　筆者の考え方
以上の考え方に対して、筆者は次のように考える。
そもそも品質とは、商品の特性が発揮される程度であり、消費者が商品から感得する効用の程度である。
具体的には、たとえばテレビであれば、画面が美しい、デザインが良い、操作が容易である、便利な機
能が備わっている、故障が少ない、場所をとらないなどであり、食品であれば、味が良い、見栄えがよい、
腐敗しにくい、などである。
ところが、品質は定性的なものなので、それを数値であらわすことに困難が伴う。そこで、費用の中で
品質に関係する費用（この費用を品質費用と称することとする）だけに着目し、品質を実現させるインプッ
トとしての品質費用と、品質によるアウトプットとしての販売数の両者をセットにして品質水準を数値化
することにした。したがって本稿では、品質水準は、価格および所得水準一定の下での、品質費用と販売
数の組み合わせとして定義される。
　品質の問題を扱うとき、品質費用だけでなく販売数も考慮する必要がある（前述以外の）他の理由とし
て、費用の中に含まれない品質要因の存在がある。
　実際の個別企業は、たとえ販売数が平均の企業と品質費用や価格水準が同じでも、その平均企業に比べ
て販売数が多い場合や少ない場合がある。これは、問題にしている期間の費用には含まれない、品質を生
み出す要因（品質要因）があるからである。費用に含まれない品質要因とは、技術の蓄積や（問題にして
いる期間の減価償却には含まれない）設備投資の蓄積という過去からの蓄積、企業組織の効率性、企業文
化やブランドなどである。また、労働者や経営者の能力の中に金額換算が難しく、したがって費用の中に
含まれない部分があるとするならば、その部分は可変費用はもちろん固定費用の中に算入するのは難しい。
固定費用の中に算入されなければ、固定品質費用（品質に関わる固定費用。後述）の中にも算入されない
ことになる。このような、費用に含まれない品質要因は、品質費用が所与のときは販売数で評価するしか
ない。
４． 価格と品質費用の調整による利潤の最大化
　以上を踏まえて筆者は、販売からの利潤は、価格と品質費用の双方を調整することによって決まると考
えた。
　企業は利潤を増やすために製品の品質を向上させて販売数を増やしたいと考える。ところが、品質を向
上させるためには費用が増加する。そこで企業は、この販売数の増加による収入の増加と品質費用の増加
との関係や、品質に関わる利潤決定のメカニズムがどのようになっているかを知りたいと考えているはず
である。もしこのメカニズムがわかれば、利潤を最大にするための最適な品質費用を決めることができる
だろう。そしてさらに、品質の向上にともなって製品の価格をはたして上げればよいのか、また上げると
すればどれくらい上げるのが最適であるのかを知ることもできるだろう。以下では、企業が利潤を最大に
するための最適な、品質費用と価格の決定のメカニズムをさぐりたい。
(1)　品質費用の内容
　ここではまず、品質費用の内容を検討し,さらに品質費用と他の費用との関係をまとめておきたい。
　品質を考慮にいれる場合、費用は、品質に関わる費用（品質費用）と品質とは無関係な費用（品質外費用）
に分けて考えるべきである。可変費用cX（ｃは平均可変費用）については、品質費用はcXよりもｃにお
いて考えるほうがよい。なぜなら、 cXの中のX（販売数あるいは生産数)は品質の結果であり、品質要因は
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ｃの中に含まれるからである。平均可変費用の中で品質にかかわらない費用（平均可変品質外費用、cn）
を平均可変費用から取り除いた平均可変品質費用を cq（生産1単位当たりの、品質に関わる費用）とする。
したがって、平均可変費用ｃ＝cq＋cn となる。平均可変品質費用とは、具体的には、たとえばテレビで
あれば画面を美しくさせるための素材や部品、食品であれば味のよい材料など、商品・製品の品質を向上
させるための生産要素のうち、生産量に応じて投入される生産要素に関する費用のことである。
　固定費用（Ｆ）についても、品質に関わる固定費用（＝固定品質費用 Fq）と品質に関わらない固定費用（固
定品質外費用）に分けられる。固定品質費用の中には、研究施設など品質向上のための設備投資費用や、
品質を生み出す人間の能力、すなわち技術、熟練、努力・工夫に関わる費用（ただし、金額換算できる部
分）などがある。品質を生み出す人間の能力はふつう常勤の労働者が担うものなので、固定品質費用の中
に含まれる。したがって、技術進歩ないし技術開発を設備が担う部分も労働者が担う部分も、固定品質費
用の中に含まれる。
　固定品質外費用は、生産に関わる固定生産費用（Fx（X）、生産に直接関わる費用のうち、生産数がある
一定規模を上回る[あるいは下回る]とき変更される費用。工場の生産設備など。長期においては生産数X
の関数）とその他の固定費用（Fn、品質や生産に直接関わらない固定費用）に分けることにする。したがっ
て、固定費用Ｆ＝Fq＋Ｆx（X）＋Fn、となる。
　以上より、以下の本稿では、品質費用は、平均可変品質費用（cq、平均可変費用のうち品質費用の部分）
と固定品質費用（Fq、固定費用のうち品質費用の部分）で測ることにする。
　なお、広告宣伝費や販売促進費は販売数を増やす費用ではあるが、品質を向上させるための費用ではな
いので、これらの費用を品質費用の中には含めず、品質外費用とみなす。
　なおまた、たとえば飲食店の場合の、味のよい商品を提供できる、料理人の調理方法や優れた配合に関
するノウハウは、金額換算できる部分は固定品質費用の中に含まれるが、金額換算できない部分は販売数
で評価するしかない。
(2)　利潤決定のメカニズム　
　筆者の考え方によれば、企業の利潤は一般にΠ＝PX－（cq＋cn）X－｛Fq＋Ｆx（X）＋Fn｝、また販売
数をあらわす関数X＝X（P，cq，Fq）とあらわされる(注3)。ただし、 Pは価格である。
　厳密には、販売数Xは、P、cq、Fqだけでなく、広告宣伝費や販売促進費などの関数であるが、広告宣
伝費や販売促進費は品質外費用であり、本稿では品質外費用は一定とするので、販売数を決める関数の中
の独立変数の中には含めていない。
　この定式化により、価格と品質費用を独立に調整することによって、最適な販売数、したがって最大利
潤を求めることができると考えた。
　この考え方によると、品質を考慮にいれるときの企業の利潤の決定メカニズムは以下の通りになる。企
業は、価格 P と平均可変品質費用 cq と固定品質費用 Fq を自由に調整する。そしてこれら P，cq，Fq に
よって販売数 X が決まる。そして販売数(生産数) X が決まれば、売上収入 PXと、可変費用（cq＋cn）X
と、販売数Xに等しい生産数を実現するための固定生産費用 Fx（X）、したがって固定費用｛Fq＋Ｆx（X）
＋Fn｝が決まる。こうして決まる売上収入 PXから、費用［（cq＋cn）X＋｛Fq＋Ｆx（X）＋Fn｝］を差し
引けば利潤Πが決まる。
　cn と Fn が所与とすると、結局、利潤Πは P，cq，Fq だけの関数となり、その利潤の決定には 3 つのルー
トがあることになる。1つ目は、 P と cq および Fq が販売数 Xを決め、このXが利潤の決定に影響を与え
るルートである。2 つ目は、この X が Fx（X）を通じて利潤の決定に影響を与えるルートである。前者は
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P と cq および Fq が間接的に利潤の決定に影響を与えるルートであり、後者は二重の意味で間接的に影響
を与えるルートであるが、3 つ目は P と cq および Fq が直接に利潤の決定に影響を与えるルートである。
企業は、 P と cq および Fq を自由に調整することにより、これら 3つのルートを通じて利潤の大きさを調
整することができる。
　企業の利潤が時間の経過と共に蓄積されていくと企業予算が拡大していくので、固定品質費用を増加さ
せ品質を向上させることが可能になる。この品質向上の結果、販売数 X が増加するので、以前のこの企
業利潤決定のサイクルよりも拡大した数値のサイクルが始まることになる。こうして企業が成長する。
(3)　利潤最大化の条件式
　次に、品質水準を平均可変品質費用と販売数をセットにしてあらわすことを前提に、利潤が最大になる
条件式を求めてみよう。ただし、上の利潤を求める式の中の、利潤Πと、価格 P、販売数 X、平均可変品
質費用 cq、平均可変品質外費用 cn のみを考察の対象とし、固定費用を単に F（一定）とする。すなわち、
本稿では、品質費用の中で固定品質費用は考慮に入れないこととした（固定品質費用を含めた品質の問題
は他の機会に譲りたい）。そして以下では他の変数は考慮しないことにし、所得水準は一定であるとする。
まず最初に、品質 ( ただし平均可変品質費用のみ ) を考慮に入れたときの需要曲線を求めてみよう。
　初期の価格が P1 であり、平均可変品質費用が cq1 であり、P1 と cq1 の組み合わせのもとでの販売数は
X1 であるとする（図 1参照）。
図１　品質(平均可変品質費用)を考慮したときの需要曲線
　cq が cq1 のもとでの需要曲線上で価格を P1 からΔP 下げて P1 ＋ΔP（この場合はΔP ＜ 0）の水準に
したときの販売数は、X1 ＋ΔXp とする。また、P1 の価格水準のもとで cq が cq1 ＋Δcq のときの販売数
はX1 ＋ΔXcq であるとする。なお、需要曲線は直線とする。
　このとき、（X1，P1）と（ X1 ＋ΔXp，P1 ＋ΔP）の 2点を通る需要曲線の式は、P＝ (ΔP／ΔXp)X ＋ (P1
－ΔP・X1 ／ΔXp) となる。
　次に、図 2において、P＝ P1 のもとで、平均可変品質費用 cq と販売数 Xの関係をあらわす直線X＝ A・
cq ＋ B が、(cq1，X1) と ( cq1 ＋Δcq，X1 ＋ΔXcq) の 2 点を通ることから、この直線の式は X ＝（ΔXcq ／
 
          P（価格） 
 
       P1 
 
 P1+ΔP 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
   0          X1  X1+ΔXp   X1+ΔXcq 
      
図1．品質(平均可変品質費用)を考慮したときの需要曲線
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Δcq)cq ＋ (X1 －ΔXcq・cq1 ／Δcq) となる。　　　　　　　
図２　平均可変品質費用(cq)と販売数(X)の関係(一般)
　したがって、図 1 において、P ＝ P1 のもとで、平均可変品質費用が cq であるときの販売数 X は、上
の直線の式、すなわち
　　X＝(ΔXcq ／Δcq)cq＋(X1－ΔXcq・cq1 ／Δcq)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　①
となる。
　したがって、傾きが、需要曲線 P＝(ΔP／ΔXp)X＋(P1－ΔP・X1／ΔXp)の傾きと同じΔP／ΔXpであり、
PがP1、（平均可変品質費用がcqのときの） Xが(ΔXcq ／Δcq)cq＋(X1－ΔXcq・cq1 ／Δcq)の点を通る直
線の式は、P＝(ΔP ／ΔXp)X－(ΔP・ΔXcq ／Δcq・ΔXp)cq＋P1－ΔP・X1 ／ΔXp＋ΔP・ΔXcq・cq1 ／
Δcq・ΔXpとなる。この直線は図1における一番右端の直線に対応している。この直線の式をXについて
解くと、X＝(ΔXp ／ΔP)P＋(ΔXcq ／Δcq)cq－ΔXp・P1 ／ΔP＋X1－ΔXcq・cq1 ／Δcq
この式は、平均可変品質費用 cq、価格 P と販売数 X の一般的な関係をあらわしている。すなわち、品質
を考慮に入れたときの需要曲線をあらわしている。
　このXを利潤Π＝(P－cq－cn)X－F　(Fは固定費用)の式の中に代入すると、利潤Π＝(ΔXp／ΔP)P
2－
(ΔXp・P1／ΔP)P＋(ΔXcq／Δcq)P・cq＋X1・P－(ΔXcq・cq1／Δcq)P－(ΔXp／ΔP) P・cq＋(ΔXp・P1
／ΔP)cq－(ΔXcq／Δcq)cq
2－X1・cq＋(ΔXcq・cq1／Δcq)cq－(ΔXp・cn／ΔP)P＋ΔXp・P1・cn／ΔP－(Δ
Xcq・cn／Δcq)cq－X1・cn＋ΔXcq・cq1・cn／Δcq－F　[＝Π(P，cq)とおく]　　　　　　　　　  …　②
　この②式は、利潤Πが価格Pや平均可変品質費用cqとどのような関係にあるかを示している。
　この②式に基づいて、利潤Πが最大になる1階の条件を求めてみよう。
　∂Π／∂P＝(2ΔXp／ΔP)P＋(ΔXcq／Δcq－ΔXp／ΔP)cq－ΔXp・P1／ΔP＋X1－ΔXcq・cq1／Δcq
－ΔXp・cn ／ΔP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　③
　③式＝0より、P＝(－1／2)( ΔXcq・ΔP／ΔXp・Δcq－1)cq＋P1／2－ΔP・X1 ／ 2ΔXp＋ΔXcq・ΔP・
cq1／2ΔXp・Δcq＋cn ／ 2[＝P(cq)とおく]　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　…　④
∂2Π／∂P2＝2ΔXp ／ΔP＜０なので、この④式は、価格Pを動かすことにより利潤Πを最大にしようと
するとき、利潤Πを最大にする価格 P をあらわしている。④式をみればわかるように、この価格 P は平
均可変品質費用cqと関係がある式となっている。
  
                         
                  (P=P1)  
                
  
 
 
 
 
 
                                                 cq(平均可変品質費用)  
0       cq1         cq1+Δcq 
 
図 2.平均可変品質費用(cq)と販売数(X)の関係(一般) 
           
X(販売数) 
X=A･cq+B 
X1 
X1+ΔXcq 
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　次に、∂Π／∂cq＝(ΔXcq／Δcq－ΔXp ／ΔP)P－(2ΔXcq／Δcq)cq＋ΔXp・P1／ΔP－X1＋ΔXcq・
cq1 ／Δcq－ΔXcq・cn ／Δcq　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　⑤
　⑤式＝0より、cq＝(1 ／ 2)(1－ΔXp・Δcq／ΔXcq・ΔP)P＋ΔXp・Δcq・P1 ／ 2ΔXcq・ΔP－Δcq・
X1 ／2ΔXcq＋cq1／2－cn／2[＝cq(P)とおく]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …　⑥
　∂2Π／∂cq2＝－2ΔXcq／Δcq＜０なので、この⑥式は、平均可変品質費用 cq を動かすことにより利
潤Πを最大にしようとするとき、利潤Πを最大にする平均可変品質費用 cq をあらわしている。⑥式をみ
ればわかるように、この平均可変品質費用 cq は価格 Pと関係がある式となっている。
(4)　具体例
　所説を明瞭に示すために、以下では具体的数値例を示すことにする。
(具体例)　ある商品の１日の販売数は、この商品1個に投入する品質に関わる費用が10円ならば、価格が
100円のときは50個である。ある他の1日において、品質に関わる費用を10円にしたままでこの商品の
価格を80円に下げたところ販売数は60個になった。また、この商品の価格を100円にしたまま1個の品
質に関わる費用を20円に上げれば、販売数は1日当たり80個になった。なお、1個当たり品質に関わら
ない費用は20円であるとする。
　1個当たりの品質に関わる費用10円、価格100円のときの利潤に比べて利潤を増やすことができると
すれば、1個当たりの価格や品質に関わる費用をどのようにすればよいか。
図３　品質(平均可変品質費用)を考慮したときの需要曲線と例題の数値例
　まず、この商品の需要曲線の式 P＝aX＋bを求めてみよう。
　cqが10円のときは、(X，P)が(50個，100円)と(60個，80円)の２点を通るので、需要曲線の式は P＝
－2X＋200（図3参照）
　cq が20円のときは、需要曲線の傾きが P＝－2X＋200 と同じ －2であるとみなすことにすれば、この
需要曲線が(X，P)＝(80個，100円)の点を通るので、需要曲線の式は P＝－２X＋260
　次に、品質を考慮するときの、販売数をあらわす需要曲線の式(ここでは直線とする)を考えてみよう。
(P，cq)＝(100円，10円)のときの販売数50個は、価格水準100円と品質の程度(平均可変品質費用10円)
によって決まる販売数である。また、(P，cq)＝(100円，20円)のときの販売数80個は、価格水準100円
 
 
          P（価格） 
 
   100 円 
 
80 円 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
   0          50 60      80  
                           個 個   個      
 
図3．品質(平均可変品質費用)を考慮したときの需要曲線と例題の数値例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
X（販売数） 
 (cq=10 円) (cq=20 円) 
X=3cq+20  
P=－2X+(6cq+140)  
P=－2X+260   
P=－2X+200  
(cq) 
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と品質の程度(平均可変品質費用20円)によって決まる販売数である。
図４　平均可変品質費用(cq)と販売数(X)の関係(例題の数値例)
　図４は、(cq，X)が(10円，50個)と(20円，80個)の2点を通る直線X＝A・cq＋Bを描いたものである。
この直線の式は、これら 2点を通ることからX＝3cq＋20 となるが、この直線は、価格が100円のときの、
平均可変品質費用 cq と販売数 Xとの関係をあらわす。すなわち、この式は、品質を考慮に入れたときの、
100円の価格をあらわす水平線上における販売数をあらわしている。
　すると、価格水準100円における販売数Xは、品質を考慮すれば、3cq＋20 とあらわされる。したがっ
て、(X，P)が(3cq＋20，100円)を通る需要曲線の式(ただし、傾きは－2とする)は、P＝－2X＋(6cq＋
140)となり、したがってX＝－P／ 2＋3cq＋70 となる。
　P＝－2X＋(6cq＋140)は平均可変品質費用 cq を考慮に入れた需要曲線の式をあらわし、X＝－P／2＋
3cq＋70 は価格 Pだけでなく平均可変品質費用 cq を考慮に入れた販売数をあらわす。
　したがって、価格と品質を考慮に入れた利潤は、次のようにあらわされる。
　利潤Π＝PX－C＝PX－{(cq＋cn)X＋F}＝(P－cq－cn)X－F であり、X＝－P／2＋3cq＋70、cn＝20 であ
るから、Π＝－P2 ／2＋7P・cq／2＋80P－130cq－3cq2－1400－F　(ただし、Cは総費用、Fは固定費用) 
 この式より、∂Π／∂P＝－P＋7cq／2＋80、この式が0に等しいとすると、P＝7cq／2＋80　…　⑦
　また、∂Π／∂cq＝7P／2－130－6cq、この式が0に等しいとすると、cq＝7P／12－65／3　  …　⑧
　⑦式より、cq＝10円ならば、P＝115円、Πの式に( P, cq)＝(115，10)を代入すると、利潤＝3，
612.5円－F
　また、⑧式より、P＝100円ならば、cq＝110／3円、Πの式に( P, cq)＝(100，110／3)を代入すると、
利潤＝5，633.3円－F
　初期の、P＝100円、cq＝10円、cn＝20円のときの利潤＝3,500円－F
　したがって、利潤に関して、5，633.3円－F＞3，612.5円－F ＞3,500円－F、となる。
　以上から、商品の価格を100円にしたままで、平均可変品質費用を110／3円に設定すれば、すなわち
1個当たりの品質に関わる費用を26.7円増やせば、5，633.3円－Fという利潤を実現することが可能と
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0 10  20 
円 円 
 
図 4．平均可変品質費用(cq)と販売数(X)の関係(例題の数値 )       
X（販売数） 
cq（平均可変品質費用） 
X=3cq+20 
50 個 
80 個 
(P＝100円)
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なり、現在の利潤 3,500円－Fよりも、利潤を2，133.3円増加させることができる。
(5)　価格と平均可変品質費用の調整による利潤最大化は可能か
　では、価格 Pと平均可変品質費用 cq の双方を動かして、利潤を最大化することができるだろうか。
∂2Π／∂P∂cq＝ΔXcq ／Δcq－ΔXp ／ΔP、∂
2Π／∂cq∂P＝ΔXcq ／Δcq－ΔXp ／ΔPを代入すると、
　　　　∂2Π／∂P2   ∂2Π／∂P∂cq
　　　　∂2Π／∂cq∂P  ∂2Π／∂cq2　
＝(∂2Π／∂P2)(∂2Π／∂cq2)－(∂2Π／∂P∂cq)2＝－(ΔXcq／Δcq＋ΔXp／ΔP)
2＜０なので、Π(P，
cq)は極大値をとる２階の条件を満たさない。すなわち、Pと cq の双方を調整して利潤 Π(P，cq) の最
大化を図ることはできない。
　しかし、∂2Π／∂P2 ＜0と③式＝0より、特定の cq に対して利潤を最大化させる P(cq) を決めること
ができるし、∂2Π／∂cq2＜0と⑤式＝0より、特定の Pに対して利潤を最大化させる cq(P) を決めるこ
とができる。そこで以下では、価格 P による調整と平均可変品質費用 cq による調整に分けて、企業の最
適な行動をさらに探ることにしよう。
(6)　企業の最適行動－価格による調整
　まず、初期の状態と利潤が最大になる状態を比較してみよう。
　初期の状態は、P が P1 であり、cq が cq1 であり、P1 と cq1 の組み合わせのもとでの販売数は X1 とし
ている（図 1参照）。cq が cq1 のとき利潤を最大化させる Pは P(cq1) であり、その最大利潤はΠ (P(cq1)，
cq1) である。図１では、cq ＝ cq1 の需要曲線上の、P1 に対応する点よりも P(cq1) に対応する点を選べば、
利潤をより大きくすることができる (P(cq1) に対応する点は最大利潤点だから）ことを意味する。
　cq が cqαとして特定の数値が与えられたとき、④式を満たす P(cqα) が利潤Πを最大化させ、その最大
利潤はΠ (P(cqα)，cqα) となる。また、cq が cqβ(cqα ≠ cqβ) として特定の数値が与えられたとき、④式を
満たす P(cqβ) が利潤Πを最大化させ、その最大利潤はΠ (P(cqβ)，cqβ) となる。
　cq が cqα のときの P(cqα) か cqβ のときの P(cqβ) のどちらかを選ぶ選択肢においては、Π (P(cqα)，cqα)
＞ Π (P(cqβ)，cqβ) ならば P(cqα) を選び、Π (P(cqα)，cqα) ＜Π (P(cqβ)，cqβ) ならば P(cqβ) を選ぶべきで
ある。図１では、異なる２つの需要曲線（これらの需要曲線そのものがここに描かれているわけではない
が）上にある２つの利潤最大点を比較し、利潤が大きい方の点を選ぶことを意味する。
　前述(3)の(具体例)に適用してみよう。
　初期の、cq＝10円、P＝100円、cn＝20円のときの利潤Π(100，10)＝3,500－F 円(最大利潤ではない)
である。cq が10円のままならば、P を115円に設定したほうがよい。なぜなら、④式より、cq＝10円の
ときの、利潤を最大化させるP(10円) ＝115円となる（(具体例)の計算結果と一致）ので、②式より、最
大利潤 Π(115，10)＝3，612.5－F 円となり（(具体例)の計算結果と一致）、利潤がより大きくなるから
である。
　これからとる選択肢が、たとえば cq が20円とするならば、cq＝20円のときの、利潤を最大化させる
P(20円)＝150円。したがって、最大利潤Π(150，20)＝27,050－F 円となる。
　したがって、これからとる選択肢が、平均可変品質費用が20円となるような選択肢ならば、価格を
150円に設定すればよい。このとき最大利潤が27,050－F 円となるので、初期の状態よりも利潤が増加す
和洋女子大学紀要　第52集104
るのはいうまでもなく、(cq が10円のもとでの、Pを115円に設定することによって実現する)最大利潤
3,612.5－F 円よりも利潤が増加するからである。
(7)　企業の最適行動―平均可変品質費用による調整
　同様のことは、⑥式に関してもいえる。
　まず、初期の状態と利潤が最大になる状態を比較してみよう。
　初期の状態は、Pが P1 であり、cq が cq1 であり、P1 と cq1 の組み合わせのもとでの販売数はX1 である。
PがP1 のとき利潤を最大化させるcqは cq(P1)であり、その最大利潤はΠ(P1，cq(P1))である。図１では、
P ＝ P1 の水平線上の、cq1 に対応する点よりも cq(P1) に対応する点を選べば、利潤をより大きくするこ
とができる (cq(P1) に対応する点は最大利潤点だから）ことを意味する。
　⑥式を満たす、P が特定の Pδ のときの cq(Pδ) が利潤Πを最大化させ、その最大利潤はΠ (Pδ，cq(Pδ))
となる。また、⑥式を満たす、P が特定の Pε(Pδ ≠ Pε) のときの cq(Pε) が利潤Πを最大化させ、その最大
利潤はΠ (Pε，cq(Pε)) となる。
　P が Pδ のときの cq(Pδ) か P εのときの cq(Pε) のどちらかを選ぶ選択肢においては、Π (Pδ，cq(Pδ)) ＞
Π (Pε，cq(Pε)) ならば、cq(Pδ) を選び、Π (Pδ，cq(Pδ)) ＜Π (Pε，cq(Pε)) ならば cq(Pε) を選ぶべきである。
　前述(3)の(具体例)に適用してみよう。
初期の、cq＝10円、P＝100円、cn＝20円のときの利潤Π(100，10)＝3,500－F円(最大利潤ではない)
である。Pが100円のままならば、cqを110 ／ 3円に設定したほうがよい。なぜなら、⑥式より、P＝100
円のときの、利潤を最大化させるcq(100円) ＝110／3円となる((具体例)の計算結果と一致)ので、②式
より、最大利潤 Π(100，110／3)＝5,633.3－F 円((具体例)の計算結果と一致)となり、利潤がより大き
くなるからである。
　これからとる選択肢が、たとえばPが60円とするならば、P＝60円のときの、利潤を最大化させる
cq(60円)＝40／3円。したがって、最大利潤Π(60，40／3)＝6,400 ／ 3－F≒2,133.3－F 円となる。
　これからとる選択肢が、価格が60円となるような選択肢ならば、平均可変品質費用をたとえ40／3円
に設定して、価格が60円のもとでの最大利潤2,133.3－F 円を実現したとしても、この利潤は初期の利潤
3,500－F円より少ないので、価格が60円となる選択肢は採用しないほうがよい。
５．結論
　本稿は、品質水準を品質費用と販売数をセットにしてあらわそうとしたところに、従来の品質の考え方
とは異なる独自性がある。特定の品質費用のもとでの、価格と販売数のデータがすくなくとも２組、そし
て、特定の価格のもとでの、品質費用と販売数のデータが少なくとも２組あれば、販売数を価格と品質費
用であらわせるので、販売からの利潤を、価格と品質費用であらわすことができる。この利潤に関する式
を用いれば、ある特定の品質費用のもとで、利潤最大を実現させる価格とその最大利潤を知ることができ
るし、ある特定の価格のもとで、利潤最大を実現させる品質費用を知ることができる。これにより、現状
の利潤をさらに増やして最大利潤に到達するためには、価格や品質費用をいくら増やせば(減らせば)よい
かがわかることになる。このような実際面での応用が可能になるのは、品質をあいまいなものとしてでは
なく、品質費用と販売数という実際に把握しうるセットで考えたからである。そういう意味で、本稿は実
際面での応用を可能にしたところにその意義があると考える。
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(注)
（注1）ヘドニック法は、物価の変動を測定する方法として使用される。(日本銀行調査統計局[2007]、参照)
（注2）前述のHegji は、総費用 TCは C(X，Xq)(X は生産量，qは X1単位当たりの品質 )としてあらわされ、生産量Xの中の品質
Xq の向上が総費用を増加させると考えている。これも前述の、 STEVEN BERRY らは、品質を考慮にいれた場合の可変費用 C(qj，
δj) ＝ qjmc(δj)（qj は生産物 j の生産量、mc(δj) は品質の関数としての限界費用をあらわす）としている。ただ、この両者は、
費用だけで品質を測るというのではなく、品質が向上すれば費用がそれに対応して増えると言っているだけである。このような
考え方では品質を測ることはできない。
（注3）筆者の考え方に近い研究には、筆者の知りうる範囲の中では、AVNER SHKED AND JOHN SUTTON [1983]がある。SHKED
らの論文では、平均可変費用は製品の品質の関数であり、利潤は(価格－平均可変費用)の関数であるとしている。しかし、以下
の4点において、SHKEDらと筆者の考え方は異なる。①SHKEDらは、平均可変費用を、平均可変品質費用と平均可変品質外費用
とに明確に分けていない。②SHKEDらは「平均可変費用は品質の関数である」と考えているが、筆者は「品質は平均可変品質費
用と販売数の関数である」と考えている。③SHKEDらの考え方には「販売数は価格と平均可変品質費用の関数である」という筆
者の考え方がない。④SHKEDらは利潤の最大化を考えるために価格で微分している（すなわち、価格の調整だけを考えている）が、
筆者は利潤の最大化を考えるために、価格と平均可変品質費用で微分している（すなわち、価格と平均可変品質費用の2つの調
整を考えている）。
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